
学位論文について

医用材料を目指した新しい末端反応性ポリマーの合成と応用

HeterotelechelicPEG 合成法の確立 カリウムエトキシド(CH3CH2OK)からの
メタクリレート誘導体（ProHEMA)の重合
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親－疎水型ブロックポリマー及びミセルの合成

更なる応用展開へ
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高分子ミセルを用いる機能性表面の創製

安定化した高分子ミセル

表面修飾

Surface Surface

多層化

ポリプロピレンシート、多孔膜など

・タンパク質の非特異吸着抑制効果
・親水性向上

・タンパク質の非特異吸着抑制効果
・親水性向上
・コアへの化学物質の導入とリリース
・多孔膜への修飾により、物質の透過制御

タンパク質

タンパク質

物質の透過制御

物質の放出
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